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〇
は
じ
め
に

　

昨
今
に
わ
か
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
て
お
り
、

４
年
前
、
初
め
て
市
長
に
就
任
し

た
と
き
の
つ
ら
く
厳
し
い
船
出
が

思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

当
時
は
そ
の
正
体
も
知
れ
ず
、
世

界
中
が
恐
怖
の
中
に
あ
っ
た
こ
と

を
思
え
ば
、
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

今
、
そ
の
中
で
２
期
目
を
託
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
、
同
時
に
そ
の
責
務
の
重
さ
を

実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
密
を
避
け
て
」
と
い
う
、
観

光
地
に
と
っ
て
実
に
厳
し
い
条
件

か
ら
解
放
さ
れ
、
よ
う
や
く
町
に

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
で
き
る
。
私
の
大
好
き
な
仕
事

で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
。

そ
う
思
っ
て
い
た
矢
先
、
今
年
の

１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害
の
大
き

さ
や
復
旧
の
遅
れ
を
目
の
当
た
り

に
し
、
更
な
る
対
策
強
化
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

〇
２
期
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

２
期
目
に
な
す
べ
き
政
策
の
３

つ
の
柱
の
筆
頭
は
防
災
で
す
。
ま

ず
は
安
全
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
。

こ
れ
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
洗
い
直
し
ま
す
。
も
っ
と
や
る

べ
き
こ
と
は
な
い
か
、
も
っ
と
や
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れ
る
こ
と
は
な
い
か
。
そ
れ
を
徹

底
的
に
追
及
し
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
が
「
攻
め
の
防
災
」
で
す
。

具
体
的
に
は
た
と
え
ば
住
宅
の
耐

震
化
や
各
ご
家
庭
で
の
個
別
の
避

難
計
画
の
策
定
な
ど
で
す
。
そ
し

て
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
安
全
安

心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
ど
う
か
お

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

２
つ
目
は
経
済
で
す
。
下
田
市

の
産
業
の
中
心
に
あ
る
観
光
。
こ
れ

に
新
た
な
価
値
を
加
え
、
様
々
な
カ

タ
チ
の
観
光
を
創
出
し
て
人
を
呼

び
込
み
、
ま
ち
に
賑
わ
い
と
活
力
を

取
り
戻
し
ま
す
。
観
光
は
い
わ
ゆ
る

モ
ノ
づ
く
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

え
て
言
え
ば
コ
ト
づ
く
り
で
す
。

　

工
場
で
ラ
イ
ン
生
産
さ
れ
る
モ

ノ
と
違
っ
て
、
私
た
ち
は
観
光
で
訪

れ
た
お
客
様
に
感
動
や
思
い
出
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
大
切

な
「
コ
ト
」
を
こ
れ
か
ら
磨
い
て
い

く
と
同
時
に
そ
の
仕
掛
け
を
ま
ち

に
埋
め
込
ん
で
経
済
の
好
循
環
を

生
み
出
し
ま
す
。

　

３
本
目
の
柱
は
教
育
、
文
化
で

す
。
幕
末
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
黒
船

が
や
っ
て
き
た
開
国
の
ま
ち
と
い

う
国
際
性
と
、
名
作
伊
豆
の
踊
子

を
著
し
た
川
端
康
成
や
下
田
の
海

を
愛
し
た
三
島
由
紀
夫
な
ど
の
伊

豆
文
学
を
生
み
育
ん
だ
半
島
の
港

ま
ち
と
い
う
地
域
特
性
。

　

こ
れ
ら
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ロ
ー

カ
リ
ズ
ム
の
両
面
を
併
せ
持
つ
下
田

の
優
位
性
を
「
グ
ロ
ー
カ
ル
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
今
後
も
各

種
の
事
業
を
展
開
し
、
教
育
や
文
化

に
生
か
し
て
優
れ
た
人
づ
く
り
や
さ

ら
に
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
拠
点
を

東
本
郷
の
現
庁
舎
の
跡
地
に
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
「
つ
な
が
る
」
下
田

　

地
球
規
模
で
み
れ
ば
世
界
人
口

は
80
億
を
超
え
、
人
口
爆
発
の
勢

い
は
収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
で
は
少
子
化
の
流
れ
が

今
も
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
地
方
が
「
消
滅
」
し
て
し
ま
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
ら
ば
、「
地
方
」
の
私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
と
て
も
重
要
で
す
が
、
同
時
に
極

め
て
難
し
い
問
題
で
す
。
人
口
と
い

う
パ
イ
が
縮
小
し
て
い
く
時
代
の

中
で
、
私
た
ち
地
方
自
治
体
は
そ

の
奪
い
合
い
に
走
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
賢
い
答
え
を
見
つ
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
そ
れ
は
何
か
。

　

私
は
、「
つ
な
が
る
」
こ
と
に
鍵

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
つ
な
が
る
」

人
た
ち
は
、「
関
係
人
口
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
た
と
え
ば
こ
の
町
の
誰

か
と
仲
良
く
な
っ
た
り
、
何
か
目

的
が
あ
っ
て
定
期
的
に
や
っ
て
く

る
人
た
ち
。
こ
う
し
た
人
々
は
た

と
え
首
都
圏
に
居
住
し
て
い
て
も
、

し
ば
し
ば
こ
の
町
に
や
っ
て
来
て

く
れ
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
私

た
ち
市
民
の
仲
間
に
な
り
、
時
に

は
戦
力
に
さ
え
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

「
つ
な
が
る
」
は
人
に
つ
い
て

だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
モ

ノ
と
モ
ノ
も
つ
な
が
る
、
ま
ち
と

ま
ち
も
つ
な
が
る
。
経
済
だ
け
で

な
く
、
教
育
、
防
災
な
ど
様
々
な

分
野
で
つ
な
が
る
こ
と
で
小
さ
な

ま
ち
下
田
は
大
き
な
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
や
コ
ト
や
ヒ

ト
と
「
つ
な
が
る
」
こ
と
で
下
田

の
〝
新
し
い
未
来
〟
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
信
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
ま
ち

を
世
界
中
の
人
か
ら
羨
ま
し
が
ら

れ
る
よ
う
な
魅
力
的
で
暮
ら
し
や

す
い
場
所
に
変
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
２
期

目
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～つながる下田で新しい未来へ～
２期目の市政への思い
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令和６年度　胃がん・肺がん検診のお知らせ令和６年度　胃がん・肺がん検診のお知らせ
問合せ先　市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７問合せ先　市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

月　　　　　日 検　診　車 会　　　　場

９月

３日　（火） ２台 市民スポーツセンター（サンワーク下田）：敷根 761

４日　（水） １台 下田総合庁舎（旧保健所庁舎）１階：中 531-1

７日　（土） ２台 下田市役所（東本郷庁舎）：東本郷一丁目 5-18

８日　（日） ２台 下田市役所（東本郷庁舎）：東本郷一丁目 5-18

12 日（木） ２台 ★吉佐美区管理事務所：吉佐美 561-1

13 日（金） ２台 ★須崎漁民会館：須崎 1799

17 日 ( 火） ２台 下田市民文化会館駐車場：四丁目１－２

19 日（木） ２台 稲生沢公民館：立野 191

20 日（金） １台 下田総合庁舎（旧保健所庁舎）１階：中 531-1

25 日（水） １台 ★柿崎公民館：柿崎 25-48

26 日（木） ２台 市民スポーツセンター（サンワーク下田）：敷根 761

27 日（金） ２台 ★須原区民会館：須原 1325-4

30 日（月） ２台 下田市民文化会館駐車場：四丁目１－２

10 月

１日　(火） ２台 ★白浜そりだ：白浜 1271-1

５日　（土） ２台 下田市役所（東本郷庁舎）：東本郷一丁目 5-18

７日　（月） ２台 下田市民文化会館駐車場：四丁目１－２

９日　（水） ２台 ★稲生沢公民館：立野 191

受付時間

胃がん検診（肺がん検診も同時に可）
①６時 30 分～ ②７時～ ③７時 30 分～ 
④８時～ ⑤８時 30 分～ ⑥９時～
ただし、★のついている会場の受付時間は、②～⑤

肺がん検診のみ希望される方
①９時 30 分　②９時 45 分
ただし、★のついている会場の受付時間は、９時～

大腸がん検診について

　大腸がん検診は、令和７年２月に各地区を巡回

し実施予定です。11 月頃に改めて通知をさせて

いただきます。同封します大腸がんのリーフレッ

トをご覧になり、申込みをお願いします。

※申し込みをされた方へは令和７年１月上旬に日

程表や受診票、採便容器を郵送します。

電　　　話電　　　話

対象者

　40歳以上の市民（昭和60年４月１日以前に生まれた方）

料　金

胃がん検診　胃部レントゲン検査　900 円

肺がん検診　胸部レントゲン検査　無料　

　　　　　　 喀痰検査　600 円

※以下に該当する方は、無料です。

　　① 70 歳以上

　　② 65 歳～ 69 歳で後期高齢者医療制度加入の方

　　　（被保険者証を提示してください）

　　③下田市検診等微収金免除証明書をお持ちの方

　　　（生活保護世帯・非課税世帯）

　　　※要事前申請

持ち物

　受診票、健康保険証、検診料

完全予約制（予約方法）

ＷＥＢ（インターネット）ＷＥＢ（インターネット）
　以下のＱＲコードから申込みください。

　　※ 24 時間対応
　　※土日、祝日も予約可能

ＱＲコード

　市民保健課健康づくり係　☎㉒２２１７

　※受付時間：平日９時～ 17 時

　※肺がん検診のみ希望される方は、電話予約のみ

介護保険施設の居住費等にかかる介護保険施設の居住費等にかかる
自己負担額が変更になります自己負担額が変更になります

問合せ先　市民保健課介護保険係（東本郷庁舎窓口④）☎㉒２０７７問合せ先　市民保健課介護保険係（東本郷庁舎窓口④）☎㉒２０７７

要件に該当する方は、介護保険施設やショートステイを利用したとき、居住費等（食費・部屋代）が軽減されます。

交付対象となる要件交付対象となる要件

①住民税非課税世帯　　

②配偶者（世帯分離している配偶者を含む）が住民税非課税　　

③預貯金等が一定以下であること

収入要件等 預貯金（金額以下）

第１段階 老齢福祉年金受給者、生活保護受給者 単身 1,000 万円、夫婦 2,000 万円

第２段階 合計所得金額＋年金収入額（課税、非課税合算額）＝ 80 万円以下 単身 650 万円、夫婦 1,650 万円

第３段階① 合計所得金額＋年金収入額（課税、非課税合算額）＝ 80 万円超 120 万円以下 単身 550 万円、夫婦 1,550 万円

第３段階② 合計所得金額＋年金収入額（課税、非課税合算額）＝ 120 万円超 単身 500 万円、夫婦 1,500 万円

①介護保険負担限度額申請書　　②通帳の写し（最終記帳日が申請日の直近２ヵ月以内のもの）

利用者

負担段階

居住費等 食費

ユニット型個室
ユニット型

個室的多床室
従来型個室 多床室 施設サービス 短期入所サービス

第１段階 880 円 550 円
550 円

(380 円 )
0 円 300 円 300 円

第２段階 880 円 550 円
550 円

(480 円 )
430 円 390 円 600 円

第３段階① 1,370 円 1,370 円
1,370 円
(880 円 )

430 円 650 円 1,000 円

第３段階② 1,370 円 1,370 円
1,370 円
(880 円 )

430 円 1,360 円 1,300 円

１日当たりの居住費等の金額（赤字部分）が変わります！１日当たりの居住費等の金額（赤字部分）が変わります！

※１、従来型個室の（　）内は特養またはショートステイ（短期入所生活介護）となります。

※２、なお、交付要件を満たさない方及び冒頭記載の施設サービスを利用されていない方は、申請は不要

      です。詳しい申請方法につきましては、市民保健課介護保険係までお問い合わせください。

申請に必要な書類申請に必要な書類
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し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

山
登
り
見
え
る
絶
景
疲
れ
と
ぶ

山
登
り
見
え
る
絶
景
疲
れ
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
焼
肉
き
ん
ぐ
）

（
焼
肉
き
ん
ぐ
）

温
泉
に
元
取
り
た
い
と
ま
た
入
る

温
泉
に
元
取
り
た
い
と
ま
た
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
す
ー
さ
ん
）

（
す
ー
さ
ん
）

み
ん
な
で
ね
笑
った
分
だ
け
健
康
に

み
ん
な
で
ね
笑
った
分
だ
け
健
康
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　　
（
み
ぃ
に
ゃ
ん
）

（
み
ぃ
に
ゃ
ん
）

皆
で
行
く
旅
の
幸
せ
噛
み
締
め
る

皆
で
行
く
旅
の
幸
せ
噛
み
締
め
る

（
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
）

（
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
）

は
ら
へ
こ
め
秤
見
る
目
細
目
が
ち

は
ら
へ
こ
め
秤
見
る
目
細
目
が
ち

（
や
す
ら
ん
）

（
や
す
ら
ん
）

第 69 回下田市芸術祭参加者募集第 69 回下田市芸術祭参加者募集
問合せ先　生涯学習課社会教育係（教育委員会）☎㉓５０５５問合せ先　生涯学習課社会教育係（教育委員会）☎㉓５０５５

 市内在住者、在勤者、又は稽古場に通っている人なら誰でも参加できます。皆さまのご応募お待ちしております。

ジャンル 会場 会期

前期

美術Ａ

文化会館

小ホール

大会議室

11/ ７（木）

/８（金）

/９（土）

/10（日）

〃

13 時～ 17 時

９時～ 17 時

〃

９時～ 16 時

16 時～ 17 時

搬入・準備

展示会

〃

〃

搬出

手工芸Ｂ

華道・盆栽

邦楽・邦舞
文化会館

大ホール
11/10（日） 13 時～ 15 時

後期

美術Ｂ
文化会館

小ホール

11/14（木）

/15（金）

/16（土）

/17（日）

〃

13 時～ 17 時

９時～ 17 時

〃

９時～ 16 時

16 時～ 17 時

搬入・準備

展示会

〃

〃

搬出

手工芸Ａ

文芸

小・中学生作品展 大会議室

洋楽、洋舞、演劇、芸能
文化会館

大ホール
11/17（日）

10 時～ 14 時

17 時～ 19 時

第一部

第二部

将棋大会 スポーツセンター 11/10（日） 10 時～

美術Ａ

油彩画、水彩画、版画、陶芸、

水墨画、写真、他

手工芸Ｂ

切り絵、手芸、ハーバリウム、デ

コパージュ、羊毛フェルト、他

邦楽・邦舞

詩吟、箏曲、長唄、邦舞、民謡、

民舞、他

美術Ｂ

書道、剥き物、他

手工芸Ａ

粘土工芸、人形、木工芸、他

洋楽、洋舞、演劇、芸能

演劇、ダンス、歌謡、バンド、

器楽、独唱、合唱、吹奏楽、他

応募方法（締切:８月31日（土）12時まで）応募方法（締切:８月31日（土）12時まで）
教育委員会（中央公民館）階段下ロビー、市民文化会館窓口に用意してある所定の用紙でご応募ください。

部門会議の開催について部門会議の開催について

日時：９月９日（月）19 時～　場所：中央公民館２階

※申込者が部門別に集まり、当日までの運営・進行（会場割・出品目録・プログラム編成等）について具

体的な相談をします。会議通知は出ませんので、必ず出席をお願いします。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者

一
定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手

が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手

続
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事

続
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事

務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

■
対
象

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

　

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☑☑
6565
歳
以
上
で
あ
る

歳
以
上
で
あ
る

☑☑
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

税
と
な
っ
て
い
る

☑☑
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

の
所
得
額
の
合
計
が
８
７
８
，

の
所
得
額
の
合
計
が
８
７
８
，

９
０
０
円
以
下
で
あ
る

９
０
０
円
以
下
で
あ
る

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

　

左
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　

左
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
が
あ
り
ま
す
。

☑☑
前

年

の

所

得

額

が

４
，

前

年

の

所

得

額

が

４
，

７
２
１
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

７
２
１
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

■
請
求
手
続

■
請
求
手
続

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
の
ご
案
内

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
の
ご
案
内

が
届
き
ま
す
。

が
届
き
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
な
ど
詳
し
く
知
り
た
い
場

　

制
度
な
ど
詳
し
く
知
り
た
い
場

合
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
又
は

合
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
又
は

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０

☎
０
５
７
０--

０
５
０
５--

４
０
９
２

４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

を
受
給
し
て
い
る
方

日本年金機構
ホームページQR

問合せ先　環境対策課（清掃センター）☎㉒２２１３問合せ先　環境対策課（清掃センター）☎㉒２２１３

　不用になった家電４品目（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン）は、家電リサイクル法によっ

て適切にリサイクルをすることが定められています。

　市では、小型家電リサイクル法の認定事業者であるリネットジャパンリサイクル株式会社、および家電

４品目に関するサービス提供を行っているＳＧムービング株式会社と「連携と協力に関する協定」を締結し、

家電４品目の自宅回収を始めました。

　手続は簡単でリビングやキッチンなど家の中からの搬出にも対応している、便利なサービスですのでぜ

ひご利用ください。

インターネット・電話で
お申込み

ご希望の日時に回収
法律に基づいて

適正に処理

　●料金やサービスの詳細、申込みはリネットジャパンリサイクル (株 )が運営する、 

　　下記のＷＥＢサイト、または専用電話番号からお願いします。

　　ＵＲＬ :https://www.renet.jp/sg-renet/

　　電話番号：０５７０-０５６-００６（ナビダイヤル・10 時～ 17 時） 申込ＱＲコード

テレビ・洗濯機・冷蔵庫・エアコン等のテレビ・洗濯機・冷蔵庫・エアコン等の
自宅回収始まりました！自宅回収始まりました！



広報しもだ 2024. ８月号 - 9 -

防災かわら版防災かわら版
問合せ先問合せ先　　防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）　☎防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）　☎㊱㊱４１４５４１４５

女性防災委員の活動について

広報しもだ 2024. ８月号 - 8 -

　市には 48 の自主防災会があり、地域防災力の向上に力を注いで

います。自主防災会の中で防災委員を推薦し、防災訓練の運営や防

災研修への参加など様々なかたちで防災活動に貢献しています。

　能登半島地震では、地域住民による避難所運営や防災活動が求め

られました。その中で女性の参加が重要視されています。現在市の

自主防災会でも女性の登用が求められています。

『なぜ女性の参加が必要？』

　災害時には多くの人が被害を受け、長期の避難生活となることも

考えられます。女性が参加することで、育児・介護が必要な人のケア、

プライバシーや衛生の問題についても女性の視点を取り入れること

につながります。

　能登半島地震の避難所でも、「離乳食が手に入らず困った」とい

う声や、女性だけが炊事・掃除などの担当に充てられるなど、偏り

のある避難所運営となっている箇所もあったといいます。

　女性だけでなく避難所を利用する人が少しでも快く過ごせるよ

う、一人ひとり災害が起きたことを想定し、自分にできることを考

え行動することが大切です。
女性防災委員として

消火訓練に参加する天野市議（右）

女性消防団員を募集しています！女性消防団員を募集しています！

『どのような活動をしているの？』
　幼児向け防災講座である防災ダックや、火災予防運

動を行っています。そのほかにも、応急手当普及員の

資格を取得し、地域の防災訓練などで救急救命の普及

活動を行い、地域の消防活動に貢献しています。

応募資格

市内在住又は在勤の 18 歳以上の健康な女性

入団後の処遇

・ふじのくに消防団応援連盟事業がご利用できます。

・活動中に負傷した場合、治療費などが補償されます。

・７日以上入院した場合、入院見舞金が支給されます。

　女性消防団への入団を考えている方は、防災安全

課消防安全係（河内庁舎２階）☎㊱４１４５までご

相談ください。

防災ダックの様子

防災訓練への参加

　

一
方
、
下
田
の
町
民
と
米
国
人

の
間
で
は
言
語
を
超
え
た
交
流
の

逸
話
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
様
子
や
、
写

真
を
撮
る
様
、
は
た
ま
た
酔
っ
払
っ

て
し
ま
う
姿
な
ど
の
絵
図
を
見
る

と
、
そ
こ
に
は
緊
迫
感
な
ど
と
は

か
け
離
れ
た
、
真
の
人
と
人
と
の

心
の
交
流
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

開
港
１
７
０
周
年
の
こ
の
機
会

に
、
そ
も
そ
も
が
グ
ロ
ー
カ
ル
な

下
田
を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先

企
画
課
政
策
推
進
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
２
２
１
２

　

日
米
和
親
条
約
は
、
日
本
語
と

英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
中
国
語
の

４
か
国
語
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
米
国
と
の
条
約
で
す
か

ら
、
日
本
語
と
英
語
だ
け
で
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い

ま
す
が
、
条
約
締
結
と
い
う
お
互

い
の
意
思
を
間
違
い
な
く
疎
通
す

る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
に
お
け
る

両
国
間
の
「
話
せ
る
」
と
「
書
け

る
」
の
レ
ベ
ル
は
、
多
言
語
を
複

合
的
に
掛
け
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

英
語
し
か
分
か
ら
な
い
米
国
人
、

英
語
の
分
か
る
中
国
人
、
中
国
語

の
分
か
る
日
本
人
、
オ
ラ
ン
ダ
語

の
分
か
る
米
国
人
、
オ
ラ
ン
ダ
語

の
分
か
る
日
本
人
、
そ
し
て
日
本

語
し
か
分
か
ら
な
い
日
本
人
等
々
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
す
り

合
わ
せ
る
作
業
を
考
え
る
と
、
気

が
遠
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

外
国
語
を
操
る
能
力
が
ど
の
程

度
ま
で
達
す
る
と
、
胸
を
張
っ
て

「
話
せ
る
」
と
か
「
書
け
る
」
と

い
え
る
の
か
、
非
常
に
難
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幼
少
期
の
頃
、
外
国
に
滞
在
し

て
い
た
た
め
発
音
が
良
く
、
日
常

会
話
に
は
苦
労
し
な
い
が
、
語
彙

が
少
な
い
た
め
、
契
約
書
な
ど
専

門
的
な
書
類
は
書
け
な
い
、
と
い

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
し
て
や
「
通
訳
」
や
「
翻

訳
」
と
な
れ
ば
、
両
言
語
の
レ
ベ

ル
が
釣
り
合
わ
な
い
と
ち
ぐ
は
ぐ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
自
分
の
意
思
で
は
な

く
、
他
人
の
意
思
を
言
語
化
す
る

の
で
す
か
ら
、
非
常
に
高
度
な
能

力
や
知
識
、
経
験
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

日
米
和
親
条
約

話
せ
る
？  

書
け
る
？

通
訳
と
翻
訳

話
せ
る
・
書
け
る
を

超
越
し
た
も
の

～
言
葉
の
壁
は
ど
れ
ほ
ど
高
い
？
～

米国人、下田にて

写真を撮る

～つながる・未来・グローカル～

～つながる・未来・グローカル～

開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

申
込
受
付

 

８
月
19
日
（
月
）
ま
で

試
験
日

 

９
月
22
日
（
日
）

試
験
内
容

教
養
試
験
・
小
論
文
・
事
務
能
力

検
査
・
口
述
試
験
等

　　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
総
務
課
人
事
係
（
河
内
庁
舎
３

階
）
で
も
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
人
事
係

（
河
内
庁
舎
３
階
）
☎
㉒
３
９
１
１

採
用
予
定
年
月
日

令
和
７
年
４
月
１
日

○
一
般
事
務
職
（
高
卒
程
度
）

○
一
般
事
務
職
（
大
卒
・
短
大
卒
）

○
一
般
事
務
職（
社
会
人
経
験
者
）

○
一
般
事
務
職

　

（
情
報
処
理
）【
資
格
又
は
経
験
者
】

〇
技
術
職

　

（
土
木
・
建
築
）【
高
卒
程
度
】

○
技
術
職
（
都
市
計
画
）

○
技
術
職

　

（
土
木
・
建
築
）【
高
卒
程
度
】

い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名
募
集

秋
日
程

秋
日
程

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
の
確
認

受
験
資
格
の
確
認

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

ホームページＱＲ

令
和
７
年
度
採
用

令
和
７
年
度
採
用

下
田
市
職
員
募
集
！

下
田
市
職
員
募
集
！
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今
か
ら

　

今
か
ら
1010
年
ほ
ど
前
に
「
下
町

年
ほ
ど
前
に
「
下
町

ロ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ

ロ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
が
あ
っ
た
。
下
町
の
町
工
場
で

マ
が
あ
っ
た
。
下
町
の
町
工
場
で

働
く
人
々
の
情
熱
が
、
観
る
人
の

働
く
人
々
の
情
熱
が
、
観
る
人
の

感
動
を
呼
ん
で
当
時
大
変
話
題
と

感
動
を
呼
ん
で
当
時
大
変
話
題
と

な
っ
て
い
た
。
も
の
づ
く
り
大
国

な
っ
て
い
た
。
も
の
づ
く
り
大
国

日
本
は
、
実
は

日
本
は
、
実
は
市市し

せ

い

し

せ

い井井
の
人
々
が
そ

の
人
々
が
そ

の
ひ
た
む
き
さ
で
支
え
て
い
る
の

の
ひ
た
む
き
さ
で
支
え
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
こ

だ
、
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
こ

の
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
感
動
と
共
に

の
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
感
動
と
共
に

理
解
し
た
の
だ
っ
た
。

理
解
し
た
の
だ
っ
た
。

　

静
岡
県
は
も
の
づ
く
り
県
と
し

　

静
岡
県
は
も
の
づ
く
り
県
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。
自
動

て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
ピ
ア
ノ
、
紙
な
ど

車
、
バ
イ
ク
、
ピ
ア
ノ
、
紙
な
ど

な
ど
。
出
荷
額
日
本
一
の
も
の
も

な
ど
。
出
荷
額
日
本
一
の
も
の
も

少
な
く
な
い
。
た
だ
、
こ
う
し
た

少
な
く
な
い
。
た
だ
、
こ
う
し
た

製
造
業
は
、
東
海
道
筋
に
連
坦
し

製
造
業
は
、
東
海
道
筋
に
連
坦
し

て
い
る
も
の
の
、
伊
豆
半
島
の
南

て
い
る
も
の
の
、
伊
豆
半
島
の
南

に
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
。

に
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
。

　　

周
知
の
と
お
り
、
私
た
ち
下
田

周
知
の
と
お
り
、
私
た
ち
下
田

市
の
主
産
業
は
観
光
で
あ
り
、
も

市
の
主
産
業
は
観
光
で
あ
り
、
も

の
づ
く
り
と
い
う
範
疇
に
は
属
さ

の
づ
く
り
と
い
う
範
疇
に
は
属
さ

な
い
。
そ
こ
で
私
は
、「
コ
ト
づ
く

な
い
。
そ
こ
で
私
は
、「
コ
ト
づ
く

り
」（
※
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

り
」（
※
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

　　

モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
と
い
う
言

モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
と
い
う
言

葉
が
流
布
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
確

葉
が
流
布
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
確

かか
9090
年
代
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
当

年
代
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
当

時
の
Ｃ
Ｍ
に
「
モ
ノ
よ
り
思
い
出
」

時
の
Ｃ
Ｍ
に
「
モ
ノ
よ
り
思
い
出
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
あ
っ

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
あ
っ

　
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　
　
　

 　
　

「
モ
ノ
よ
り
思
い
出
。
」　

- 11 - 広報しもだ 2024. ８月号

た
。
と
て
も
鮮
烈
だ
っ
た
。
し
か
も

た
。
と
て
も
鮮
烈
だ
っ
た
。
し
か
も

そ
れ
は
ク
ル
マ
の
Ｃ
Ｍ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ク
ル
マ
の
Ｃ
Ｍ
で
あ
っ
た
。

私
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
、「
そ
う

私
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
、「
そ
う

だ
よ
な
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
心
の
中
に
残

だ
よ
な
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
心
の
中
に
残

る
何
か
が
大
事
な
ん
だ
よ
な
ぁ
。」

る
何
か
が
大
事
な
ん
だ
よ
な
ぁ
。」

と
や
た
ら
納
得
し
て
い
た
。

と
や
た
ら
納
得
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
今
、
観
光
地
下
田
が

　

そ
し
て
、
今
、
観
光
地
下
田
が

目
指
す
べ
き
は
ま
さ
に
、
そ
の
思

目
指
す
べ
き
は
ま
さ
に
、
そ
の
思

い
出
づ
く
り
の
よ
う
な
コ
ト
づ
く

い
出
づ
く
り
の
よ
う
な
コ
ト
づ
く

り
な
の
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
家

り
な
の
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
家

族
で
海
に
来
て
子
ど
も
が
見
せ
た

族
で
海
に
来
て
子
ど
も
が
見
せ
た

弾
け
る
よ
う
な
笑
顔
、
紫
陽
花
の

弾
け
る
よ
う
な
笑
顔
、
紫
陽
花
の

小
径
を
恋
人
と
歩
い
た
時
の
胸
の

小
径
を
恋
人
と
歩
い
た
時
の
胸
の

と
き
め
き
、
な
ど
。

と
き
め
き
、
な
ど
。

　

こ
れ
ら
は
工
場
で
生
産
さ
れ
る

　

こ
れ
ら
は
工
場
で
生
産
さ
れ
る

モ
ノ
で
は
な
い
。
袋
に
入
れ
て
家

モ
ノ
で
は
な
い
。
袋
に
入
れ
て
家

に
持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

に
持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

思
い
出
は
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
儚

思
い
出
は
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
儚

い
も
の
だ
。
し
か
し
、
心
の
中
に

い
も
の
だ
。
し
か
し
、
心
の
中
に

刻
ま
れ
る
尊
い
も
の
だ
と
思
う
。

刻
ま
れ
る
尊
い
も
の
だ
と
思
う
。

　　

こ
う
し
た
「
コ
ト
」
を
私
た
ち

こ
う
し
た
「
コ
ト
」
を
私
た
ち

は
こ
れ
か
ら
も
提
供
し
続
け
た
い
。

は
こ
れ
か
ら
も
提
供
し
続
け
た
い
。

そ
れ
を
糧
に
し
て
、
ま
ち
を
持
続

そ
れ
を
糧
に
し
て
、
ま
ち
を
持
続

可
能
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

可
能
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
、
も
っ
と
も
っ
と
工

そ
の
た
め
に
、
も
っ
と
も
っ
と
工

夫
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
コ
ト
づ

夫
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
コ
ト
づ

く
り
日
本
一
の
ま
ち
を
目
指
し
て
。

く
り
日
本
一
の
ま
ち
を
目
指
し
て
。

※
（「
コ
ト
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
は
既
に
使
わ
れ

※
（「
コ
ト
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
は
既
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
）

て
い
ま
し
た
。
）

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　いよいよ夏がやってきました。体温調節が十分に発達し

ていない子どもたちは、熱中症の危険性が大人よりも高ま

ります。こまめな水分補給を心がけましょう。子どもたち

の大好きな水遊びも始まりました。ちょっとした油断が事

故に繋がることもありますので、安全面には十分な配慮が

必要です。ご家庭のお風呂場やビニールプールで遊ぶ時に

もお子さんから目を離さないように気をつけましょう。

誕 生 会

めだかルーム

第１水曜日

未歳児：橙色名札

０歳児：桃色名札

R6.4.2生～

R5.4.2生～ R6.4.1生

あひるルーム

第２水曜日
１歳児：黄色名札 R4.4.2生～ R5.4.1生

うさぎルーム

第３水曜日

２歳児以上：水色名札

　　　　　：緑色名札

R3.4.2生～ R4.4.1生

H30.4.2～ R3.4.1生

年齢別ルームのお知らせ
　９月から３月まで毎月１回(午前)、同年齢(名札の色)

で集まって遊ぶ日を設けます。同じ年齢のお子さんを持

つ保護者同士で情報交換、親子同士でふれあう場として

いただければと思います。年齢ごとの呼び名は表記のと

おりです。実施日については変更になることもあります

ので、確認の上ご参加ください。

交 通 安 全 教 室 知 育 ヨ ガ 七 夕 製 作

６/30　開港記念事業「渋沢栄一翁と下田講演会」　

　近代日本経済の父と称される渋沢栄一の講演会を

実施しました。玉泉寺東
とうどう

堂と群馬県東
とうぜんじ

善寺住職であ

り小
おぐりこうずけのすけ

栗上野介研究の第一人者の村上泰
たいけん

賢氏を講師と

し、渋沢翁が目指したものや志を学びました。

７月の
できごと

　６日　 下田をきれいにする日
　　　　　　　　　　　　　　６日　 下田わくわくパークこれば！
　　17 日　 寿大学　　

      　 19 日　　市内小中学校終業式

　   　 　27 日　　下田開港 170 周年記念事業 「下岡蓮杖翁と下田」

　   　　　　　　　　29 ～ 30 日　　教職員の歴史まちづくり ・ 社会科見学

７/４　下田中学校３年生浴衣の着付け体験　

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を通

して紹介された下田市着物愛好会の方々を講師とし

て、実際に浴衣の着付けを行うことで日本の伝統文

化を体験、学習しました。

７/11～20　夏の交通安全県民運動　

　夏の交通安全県民運動が７/11～ 20まで開催され、

11 日は交通安全関係団体による早朝一斉街頭指導を

市内主要交差点で実施し、交通量の増える観光シー

ズンに向け、安全運転意識の向上を図りました。

７/７　３年目に突入！アップサイクルプロジェクト　

　今年度も下田ライフセービングクラブ、（株）シッ

プス、豊島（株）、下田市の４者協働で、海浜回収ペッ

トボトルアップサイクルプロジェクトを実施します。

その幕開けとしてビーチクリーンを行いました。

７/20　プロによるバレーボール教室　

　Ｖリーグに所属する東レアローズ静岡の選手たち

をお招きし、市内中学校、高校の男女バレーボール

部を対象にバレーボール教室が行われ、生徒たちは

プロ選手の技術やパワーに目を輝かせていました。　

７/18　鳥獣被害対策講習会　

　下大沢区において、獣害対策専門家の井上雅央氏

を講師に、地域住民が主体となって行う被害防止対

策の講習会が開催され、地域や住民に適した鳥獣被

害対策についての勉強や実習を行いました。

２日(月)　救急救命講習　10:30～

　　　　 　講師：下田消防署救命士

４日(水)　めだかルーム　９:00～11:30

７日(土)　開館日

９日(月)　防災出前講座(起震車体験)　10:30～

11日(水)　あひるルーム　９:00～11:30

13日(金)　下田の伝統芸能を見てみよう

　　　　　講師：下田伝統芸能普及促進委員会

17日(火)　体育館で遊ぼう　９:30～11:00

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

18日(水)　うさぎルーム　９:00～11:30

20日(金)　誕生会　10:30～

21日(土)　開館日　

25日(水)　敷根公園で遊ぼう　９:30～11:00

27日(金)　下田の空襲の伝承

　　　　　講師：遊・VIVAネットワーク

30日(月)　発育測定・育児相談　９:00～11:00

　　　　　保健師・栄養士来所
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ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

住民票、戸籍などの交付手数料

コンビニ交付で100円お得！

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日
時　

９
月
５
日
（
木
）、６
日
（
金
）　

11
時
～
15
時

会
場　

静
岡
県
下
田
総
合
庁
舎

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
等

（
10
事
業
所
）
に
よ
る
授
産
品
販
売

販
売
品　

木
工
製
品
、
縫
製
品
、
陶
芸
、
野

菜
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
、

弁
当
な
ど

問
合
せ
先

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
５
５

　

幅
広
い
世
代
の
約
８
万
５
千
人

の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の

楽
し
み
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
10
日
ま
で
。

問
合
せ
先

放
送
大
学
静
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
５-

９
８
９-

１
２
５
３

　

世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
の
生
誕
20
周
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
る
３
つ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
期
限
　
12
月
20
日
（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
特

設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

（
一
社
）
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
部

  

☎
０
５
５
８
‐
７
２-

０
５
２
０

　

い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
な
ど
の

お
悩
み
に
つ
い
て
、
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
21
日
（
水
）
～
27
日
（
火
）

時
間　

８
時
30
分
～
19
時
ま
で

・
土
、
日
は
10
時
か
ら
17
時
ま
で

※
期
間
以
外
に
も
、
平
日
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

静
岡
県
地
方
法
務
局

静
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

 

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

Ｇ
Ｇ
Ｎ
生
誕

Ｇ
Ｇ
Ｎ
生
誕
2020
周
年
コ
ン
テ
ス
ト

周
年
コ
ン
テ
ス
ト

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
月
間

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
月
間

～
あ
な
た
の
悩
み
聞
か
せ
て
ね
～

～
あ
な
た
の
悩
み
聞
か
せ
て
ね
～

警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
又
は
見
込
み
）

警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
以
外
、高
校
卒
業
）

を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
下
田
警
察
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

８
月
23
日
（
金
）
ま
で

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
（
日
）

第
１
次
試
験
結
果　

９
月
27
日
（
金
）

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
警
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
０
１
１
０

採
用
人
数　

６
人
程
度

受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以
上

試
験
日
・
科
目

１
次
試
験
日　

10
月
20
日
（
日
）

職
務
能
力
試
験
・
職
務
適
正
試
験

２
次
試
験
日　

11
月
10
日
（
日
）

体
力
試
験
・
面
接
試
験

申
込
期
間　

８
月
26
日（
月
）～
９
月
13
日
（
金
）

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書

　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
の
申
込
み
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

下
田
消
防
本
部
総
務
課
人
事
財
務
係

　
　

 　
　
　
　

 

☎
㉒
１
８
２
９

　

日
常
生
活
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル

や
悩
み
事
、
困
っ
た
こ
と
等
、
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
時
、
悩
み
事
を
一
緒
に
考

え
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
る
所
を
紹
介
し
ま
す
。

※
相
談
や
取
次
ぎ
は
原
則
無
料
、

専
門
家
へ
の
相
談
は
別
途
料
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
部

事
務
所

相
談
受
付
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
５
‐
９
２
２
‐
３
７
１
５

相
談
時
間　

平
日
の
９
時
～
17
時

　

弁
護
士
が
、
中
立
・
公
正
な
立

場
で
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

損
害
賠
償
問
題
の
法
律
知
識
が

な
く
て
も
安
心
で
す
。

　

弁
護
士
費
用
は
、
解
決
す
る
ま

で
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

静
岡
市
葵
区
黒
金
町
11
‐
７

大
樹
生
命
静
岡
駅
前
ビ
ル
４
階

交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
‐
２
５
５
‐
５
５
２
８

　

８
月
第
４
金
曜
日
夜
間
と
土
曜

日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

８
月
23
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

８
月
24
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
（
東
本
郷
庁
舎
１
階
）

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

家
計
の
消
費
、
所
得
、
資
産
及

び
負
債
の
実
態
を
把
握
し
、
世
帯
の

所
得
分
布
及
び
消
費
の
水
準
、
構
造

等
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
調

査
で
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
社
会
保
障
制
度
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
頃
か
ら
調
査
員
が
対
象
と

な
る
調
査
区
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

総
務
課
情
報
推
進
係

（
東
本
郷
庁
舎
別
館
）
☎
㉒
３
９
２
１

　

通
常
１
万
円
相
当
か
か
る
健
診

費
用
が
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

は
１
０
０
０
円
で
、
後
期
高
齢
者
の

方
は
５
０
０
円
で
受
け
ら
ま
す
。
病

気
の
リ
ス
ク
を
確
認
す
る
た
め
に

も
、
毎
年
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

全
国
家
計
構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す

全
国
家
計
構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す

対
象
者　

　

①
～
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方
を
常
時
介
護
し
て
い
る

市
内
在
住
の
方
。
た
だ
し
、
他
の
制

度
等
を
利
用
し
て
介
護
用
品
購
入
費

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

①
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

③
要
介
護
４
も
し
く
は
５
の
判
定

を
受
け
、
ま
た
は
そ
れ
相
当
と

認
め
ら
れ
た
高
齢
者

④
介
護
者
に
よ
る
介
護
を
受
け
て

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方

助
成
対
象
介
護
用
品　

紙
オ
ム
ツ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使

い
捨
て
手
袋
、
お
し
り
拭
き

助
成
金
額　

１
人
あ
た
り
月
額
上
限
５
千
円

申
込
・
問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
④
）
☎
㊱
４
１
４
６

職
務
内
容

・
農
業
委
員

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
許
可

対
象
者

下
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

後
期
高
齢
医
療
制
度
加
入
者

予
約
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約　

 

②
郵
送
受
付

　

４
月
初
旬
に
お
送
り
し
て
い
る
予

約
申
込
書
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

③
電
話
予
約　

☎
㉒
３
９
２
２
　

健
診
時
間　

13
時
～
14
時
50
分

（
☆
の
日
は
６
時
30
分
～
７
時
30
分
）

　

健
診
と
同
時
に
各
種
が
ん
検
診

も
受
診
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

案
件
等
に
関
す
る
審
議
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
、
農
家
相
談
な
ど

・
推
進
委
員

担
当
地
区
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
の
推
進
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
の
推
進
な
ど

推
薦
及
び
応
募
の
資
格

・
農
業
委
員

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
農
業

委
員
会
の
所
掌
す
る
事
項
に
関

し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
方

・
推
進
委
員

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
方

任
期

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

推
薦
及
び
応
募
の
締
切
日

８
月
30
日
（
金
）

※
推
薦
・
応
募
の
結
果
は
公
表
し
ま
す
。

推
薦
及
び
応
募
方
法

　

推
薦
書
又
は
応
募
申
込
書
を
記

入
し
、
締
切
日
ま
で
に
河
内
庁
舎

２
階
産
業
振
興
課
へ
提
出
。

※
推
薦
書
又
は
応
募
申
込
書
は
産

業
振
興
課
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ
先

下
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
内
）
☎
㉒
３
９
１
４

放
送
大
学

放
送
大
学

1010
月
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

月
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

静
岡
県
警
察
官
募
集

静
岡
県
警
察
官
募
集

交
通
事
故
の
補
償
問
題
で

交
通
事
故
の
補
償
問
題
で

　
　
　
　
　
　
　

お
困
り
の
方
へ

　
　
　
　
　
　
　

お
困
り
の
方
へ

　

国
税
庁
や
県
・
市
町
な
ど
の
職

員
が
、
「
定
額
減
税
の
還
付
金
」

と
い
う
内
容
で
個
人
情
報
を
尋
ね

た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
よ
う

指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
装
っ
た
料
金
未
納
の
電

話
や
メ
ー
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
な
い

　
　
　

電
話
や
メ
ー
ル
は
無
視
！

　

定
額
減
税
に
関
す
る
内
容
で
個

人
情
報
を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
く
よ
う
指
示
さ
れ
た
場
合

は
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
を
！

下
田
警
察
署　

☎
㉗
０
１
１
０

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

下
田
地
区
消
防
組
合
職
員
募
集

下
田
地
区
消
防
組
合
職
員
募
集

特設サイト
ＱＲコード

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
用
品

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
用
品

　

購
入
費
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

　

購
入
費
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

下
田
市
農
業
委
員
及
び

下
田
市
農
業
委
員
及
び

  

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

特
定
健
診
（
健
康
診
査
）

特
定
健
診
（
健
康
診
査
）

　
　
　
　

ま
だ
受
け
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

ま
だ
受
け
ら
れ
ま
す
！

実施日 会場
８月 30 日（金）☆ 静岡県下田総合庁舎

９月６日（金）☆ 下田市役所
（河内庁舎）10 月４日（金）☆

11 月１日（金） 須崎漁民会館
11 月２日（土）

下田市役所

（河内庁舎）

11 月 11 日（月）

11 月 12 日（火）

11 月 13 日（水）

11 月 14 日（木）

11 月 15 日（金）

11 月 16 日（土）

下
田
総
合
庁
舎
授
産
品
販
売
会

下
田
総
合
庁
舎
授
産
品
販
売
会

定
額
減
税
や
給
付
金
を
か
た
っ
た

定
額
減
税
や
給
付
金
を
か
た
っ
た

電
話
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

電
話
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

メ
ー
ル
に
ご
注
意
！

メ
ー
ル
に
ご
注
意
！

８月の納税
納期は９月２日（月）
市・県民税       ２期

国民健康保険税　 ４期

後期高齢者医療保険料 １期

介護保険料    　 ２期

※納期内に納めましょう
※納税は便利な口座振替で

予約申込
ＱＲコード



田　

牛　

土
屋　

 

財
た
か
ら  

29　

88

　

〃　
　

菊
池　

 

融
と
お
る  

14　

85

７
月
届

三
丁
目　

佐
藤　

重し

げ

お夫  

13　

94

六
丁
目　

臼
井　

和か

ず

こ子  

３　

78

東
本
郷　

鈴
木
美み

え

こ

重
子  

６　

95

高　

馬　

石
関　

清き

よ

こ子  

９　

83

蓮
台
寺　

前
市
岡
豊と

よ
ひ
こ彦  

７　

83

　

中　
　

瀨
戸　

尚し
ょ
う
じ司  

８　

91

須　

原　

飯
田　

ま
つ  

８　

96

吉
佐
美　

土
屋　

文ふ

み

こ子  

５　

87

大
賀
茂　

高
野　

和か

ず

お夫  

10　

83

　

〃　
　

増
田　

政ま

さ

お男  

14　

89

柿　

崎　

土
屋　

陽よ

う

こ子  

２　

84

白　

浜　

寺
川　

 

忠
た
だ
し  

6/30　

80

　

〃　
　

土
屋　

和か

ず

こ子  

４　

77

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

広報しもだ 2024. ８月号 - 14 -- 15 - 広報しもだ 2024. ８月号

６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

６
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

吉
佐
美　

笹
本　

ゆ
な 　

雄
大

　

〃　
　

髙
橋　

 

蘭ら
ん　

  

史
城

須　

崎　

ハ
ー
ベ
イ　

乃の

え恵

（
保
護
者
）
ハ
ー
ベ
イ 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン 

ポ
ー
ル

７
月
届

旧
岡
方
村　
　

川　

咲さ

ら来　

 

美
紀

六
丁
目　

伊
藤　

叶か

の

ん恩　

 

光
幸

東
本
郷　

矢
崎
七な

の

か

ノ
歌　

 

琉
晴

西
本
郷　

村
山
さ
く
ら　

 

拓
司

吉
佐
美　

小
川　

周
め
ぐ
る　

　

  

悟

白　

浜　

豊
島　

光み

な

と桃　

 

早
敏

謹
ん
で

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

６
月
届

地 

区 
 

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

河　

内　

鈴
木
久く

み

こ

美
子  

25　

69

立　

野　

高
久　

 

元
も
と
い  

26　

75

東　

中　

舘
岡
ち
づ
子  

17　

76

横　

川　

渡
邉
美み

く

に

久
仁  

16　

84

箕　

作　

渋
谷　

道み

ち

こ子  

26　

81

人のうごき
    住民登録人口 ７月１日 増減

男　   ９，４２４　　　　－３１

女 　１０，０３９　　　　－１０

計 　１９，４６３　　　　－４１ 

  　　世帯数　  １０，４００

　　　出　生  　６　　 転　入　　３８

　　　死　亡  ２９　　 転　出　　５６

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

　一般書　書名一般書　書名 著者名著者名

狐
きつねばな

花　葉
はもみずにあのよのみちゆき

不見冥府路行 京極 夏彦

鷹の飛翔 堂場 瞬一

なぞとき

しゃばけシリーズ
畠中 恵

左
さ だ ゆ う で ん

太夫伝 佐々木 譲

裁判員 17 人の声
裁判員経験者

ネットワーク /編

児童書　書名児童書　書名 著者名著者名

て　なにしてるの？ みやにし　たつや

いちにちじゅうおばけずかん 斉藤 洋 /作

やらなくてもいい宿題 結城 真一郎

魚介はすごい！ 柴田書店 /編

微生物のはたらき大研究 鈴木 智順 /監修

図書館だより８月号

僕たちはまだ、
総理大臣のこと
を何も知らない。
長谷部 京子／

著・監修

総理大臣のことをどのくらい知ってい

ますか？歴代総理大臣のインタビュー

などを多数交え、政治界のトップを徹

底解剖していきます。

図書案内

       ８日 ( 木 )          　ファーストブック

 　          ひよこサロン【移動図書館】

21 日 ( 水 ) 　寿大学【移動図書館】

図書館カレンダー

　▶特集コーナー

　戦争を考える特集

　夏休み課題図書特集

　▶ミニミニあーとぎゃらりー

　「図工・美術作品」静岡県立

　伊豆の国特別支援学校伊豆下田分校

今月の展示

図書館ニュース

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

６月 15 日　～下田の魅力再発見～朗読で味わう下田の文学

　下田ゆかりの文学者の描いた作品を、解説、映

像とともに朗読で味わう朗読会を開催しました。

　「朗読ぐるーぷ鮎の詩」さんによる朗読

は好評で、参加者からは「わかりやすかっ

た。」「下田はすごく魅力的な土地なのだと

思った。」などの感想をいただきました。

　今回のイベントは、下田の文学の豊かさを

皆さんに伝えたい、未来につなげたいと思い

企画しました。今後も下田の文学の魅力を、

継続的に発信していきたいと思います。

９月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所
９月５日
（木）

年金相談 どなたでも
（要予約）

11：00 ～ 16：00
市役所（河内）
第１·２委員会室

９月 10日
（火）

２歳児
健康相談

Ｒ４年
８月生

８：50 ～９：50
市役所（河内）

多目的室２歳６か月
児健康相談

Ｒ４年
２月生

９月 11日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：30～ 12：00
市役所（東本郷）
小会議室１

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

９月25日
（水） 人権相談 どなたでも

（予約不要）
10：00 ～ 14：00

市民文化会館
小会議室２

９月 26日
（木）

交通事故相談
どなたでも
（要予約）

13：00 ～ 15：30
市役所（河内）
会議室１-Ｃ

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

交通事故相談：防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）☎㊱４１４５

乳幼児健康診査
相談日 内容 対象 時間 場所

９月26日
（木）

１歳６か月
児健診

Ｒ５年１月１日～
Ｒ５年１月31日生 12：50

～14：00

市役所（河内）

多目的室
３歳児健診 Ｒ３年７月１日～

Ｒ３年８月31日生

水道当番工事店　　　※修繕費は有料です。
                             対応時間 8:30 ～ 17:00

分担期間 工事店 電話番号
８月３日（土） ㈲渡辺住宅設備 27-1300
８月４日（日） ヤマト設備工業㈱ 23-3570
８月 10 日（土） 須原設備 28-1161
８月 11 日（日） 杉本設備工業㈱ 22-3040

８月 12 日（月・祝）㈲菊地ポンプ商会 22-1085
８月 17 日（土） 土屋設備 22-6506

８月 18 日（日） ㈱外岡組
22-1769
22-1250

８月 24 日（土） 斉藤住設 22-7245
８月 25 日（日） ㈲渡辺住宅設備 27-1300
８月 31 日（土） ヤマト設備工業㈱ 23-3570
９月１日（日） 須原設備 28-1161
９月７日（土） 杉本設備工業㈱ 22-3040
９月８日（日） ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●「遊・VIVA ！」＆「下田わくわくパークこれば！」スペシャル
フラワービートの音楽会　※事前予約優先（福祉事務所☎㉒２２１６）
日　時：９月７日（土）
午前の部：10：30 ～ 11：30　午後の部：13：30 ～ 14：30
場　所：下田市民文化会館　小ホール
●ひよこサロン（未就学児と保護者の遊びと交流の場です）
参加費 :無料　　主　催 :社会福祉協議会　☎㉒ 3294
日　時 :９月 19 日（木）10:00 ～ 12:00
場　所 :道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

　

日
差
し
が
強
く
な
り
、
気
温
が

上
昇
す
る
時
期
は
、
熱
中
症
に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
と

き
に
は
、
危
険
な
状
態
に
陥
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
対

策
を
し
て
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
熱
中
症
と
い
え
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
暑
い
環

境
で
起
こ
り
や
す
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
お
け

る
脱
水
や
寒
い
環
境
に
お
い
て
も

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

熱
中
症
に
な
る
と
、
め
ま
い
や

吐
き
気
、
ぐ
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
、
時
に
は
腕
や
脚
に
痛
み
を

伴
う
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、

意
識
状
態
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に

は
、
涼
し
い
日
陰
や
冷
房
の
効
い

た
室
内
に
移
動
さ
せ
て
、
衣
服
を

緩
め
て
安
静
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
な
ど
塩
分
・
糖
分
の
含
ま

れ
た
水
分
を
補
給
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
意
識
状
態
が
悪
い
場
合
に
は
、

一
刻
も
早
い
医
療
機
関
で
の
治
療

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

軽
症
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
高

齢
の
方
や
乳
幼
児
の
方
は
特
に
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

熱
中
症
は
、
睡
眠
不
足
や
発
熱
、

下
痢
な
ど
体
調
を
崩
し
て
い
る
と

き
、
ま
た
怪
我
や
故
障
を
か
か
え

た
ま
ま
運
動
し
て
い
る
と
き
な
ど

に
発
生
し
や
す
い
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
体
調
管
理
に
は
注
意
し
て
、

睡
眠
を
十
分
と
り
、
運
動
す
る
際

に
は
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
、
適

度
な
休
憩
を
と
る
な
ど
し
て
、
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　
　

    

内
科
医　

鈴
木　

隆
之



　

広
報

し
も

だ
　

令
和

６
年

８
月

２
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！

問合せ先　企画課秘書広報係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２

 東中にお住いの

 　冨山　諒介さん・裕美さんの

    長 男　心
しんぺい

平　くん （６歳７か月）

　　次 男　寛
か ん た

太　くん （２歳９か月）

　  毎日元気いっぱい！

　  我が家はとっても賑やかです♡
　  今年の夏もたくさん泳ぐぞー！！

〒
415-0011 下

田
市
河
内

101-1　
☎
 (22) 2212

伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と

活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→

い
ま
す
。
今
後
は
プ
レ
ー
環
境
づ
く

り
や
合
宿
誘
致
や
競
技
レ
ベ
ル
の
向

上
、
ベ
ー
ス
作
り
の
後
に
、
下
田
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
下
田
ス
タ
イ
ル
を

構
築
し
、
文
化
を
根
付
か
せ
る
初
歩

の
部
分
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

下
田
市
を
は
じ
め
、
伊
豆
半
島
に

文
化
を
根
付
か
せ
る
と
い
う
も
の
は

Ｓ
Ｓ
伊
豆
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
り

ま
す
。
自
分
が
今
回
着
任
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
良
い
成
果
や
必
要

だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
後

伊
豆
半
島
全
体
で
文
化
を
創
っ
て
い

く
、
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

下
田
市
の
こ
れ
か
ら
、
伊
豆
半

島
の
未
来
、Ｓ
Ｓ
伊
豆
の
影
響
力
。

勝
手
に
背
負
っ
て
る
だ
け
か
も
し

れ
な
い
で
す
が
、
や
る
な
ら
見
据

え
る
部
分
は
大
き
く
。

　

頑
張
り
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

　

５
月
よ
り
下
田
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
門
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
、
三
島
市
出
身

の
須
藤
航
太
で
す
。

　

自
分
は
２
年
前
ま
で
18
年
間

サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
プ
レ
ー
し

て
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
山
梨

学
院
高
校
へ
進
学
し
、
現
在
日
本

代
表
で
あ
る
１
歳
年
上
の
前
田
大

然
選
手
な
ど
と
寮
生
活
を
共
に
し

な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に
も

３
年
時
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
プ
ロ
に
な
れ
な

か
っ
た
で
す
が
、
自
分
が
選
手
と
し

て
プ
レ
ー
し
て
い
た
地
域
リ
ー
グ
の

ク
ラ
ブ
で
、
地
域
の
方
々
に
応
援
さ

れ
る
こ
と
、
そ
の
熱
狂
を
直
に
感
じ

る
こ
と
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
の
日
々
の
活
力
に
な
れ
る
こ

と
を
改
め
て
感
じ
、「
サ
ッ
カ
ー(

ス

ポ
ー
ツ)

×
地
域
活
性
化
、
地
域
貢

献
」
と
い
っ
た
部
分
を
強
烈
に
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
自
分
の

人
生
に
お
い
て
情
熱
を
注
ぐ
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
伊
豆
半
島
を
拠
点
と
す

る
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
Ｓ

Ｓ
伊
豆
の
広
報
と
し
て
も
活
動

し
、
日
々
協
力
隊
の
活
動
と
絡
め

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
半
島
は
サ
ッ
カ
ー(

ス

ポ
ー
ツ)

文
化
不
毛
の
地
と
言
わ

れ
て
お
り
人
口
減
少
も
重
な
っ

て
、ま
す
ま
す
熱
量
で
あ
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
プ
レ
ー
す
る
環
境

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
下
田
市
で
も
課
題
が
真
正

面
か
ら
ぶ
つ
か
り
、
部
活
動
の
地
域

移
行
問
題
や
、
参
加
す
る
生
徒
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
消
滅
し

て
し
ま
う
部
活
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
下
田
中
サ
ッ
カ
ー
部
に

不
定
期
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

地域おこし協力隊の活動報告地域おこし協力隊の活動報告


